　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年　　１月　１１日  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                             　　　                                                                                                       
第４３回進路指導(就職)全県研究会
進路指導研究会会長　宮入　弘志（長野工業高校） 
国谷裕子氏がクローズアップ現代のキャスターを担当してきて、日本社会で何が一番変化したと感じているかと問われると「雇用」が一番変化していると答えることが多かった。・・・２００４年の改正によって製造業務の派遣も解禁され急増していった。・・・と著書で記述しています。信濃毎日新聞の記事（２００９／９／１７付）によると
・就職希望高校生２９８１人（７月末現在）求人１７９２人（求人倍率０．６０）（２００９年度）
・就職希望高校生３３１１人（６月末現在）求人６６８６人（求人倍率２．０２）（２０１８年度）
（０．６０倍は１９９２年以降最小の求人倍率）
２０１６年度の本研究会で講演された森岡孝二先生は『もともと一体不可分の「雇用関係」と「使用関係」を無理矢理分離して、職安法で禁止されてきた労働者供給事業を「労働者派遣事業」と言い換えて解禁し、派遣先が派遣元に「派遣料金」を支払い、その一部を「賃金」として派遣元が労働者に支払うことで派遣業者の中間搾取（ピンハネ）を合法化』と現在の雇用状況を危惧しています。現在好調と言われている就職状態にも不安があります。本年度、白神優理子弁護士に講演をお願いしました。平和運動のみならず大学院で学んだ労働法を活かして、労働事件にも取り組んでいるとのことです。現在の高校生を中心とした就職環境の様子を法律家の立場からお伺いできればと思います。
高校生の学力不足、学習意欲不足、生活指導上の問題は後を絶ちません。「基本的な生活習慣ができていない」「基本的な言葉づかいができてない」「基本的な数式の扱いを習得していない」等により学習活動に困難を来しています。SNSにおける様々な問題、スマホのゲームから離れられない「ゲーム依存症」も常態化しています。公私共にお忙しいとは思いますが、充実した研究会にしたいと考えておりますので、参加していただきますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１．　日　時　：　２０１９年２月３日（日）　１０：３０～１６：００
  ２．  場　所  ：　長野市県町５９３　長野県高校教育会館　大会議室（別館２階）
　３．　テーマ　：　『高校における望ましい進路指導の追及』　
４．　論点・問題提起：昨今の高校生の就職環境に問題点はないか
　５．　日　程　：《午前の部》１０：３０～１２：００

　・開会行事：開会の挨拶、講師紹介　　宮入　弘志（進路指導研究会会長、長野工業高校）　　　　(10：30～10：35)   
  　  ・レポート発表 (ａ) 「２０１８年度就職選考（試験）実態調査」に見る問題点と課題について　　　(10：35～11：00)　

　　　　　　　就職差別をなくす長野県就職共闘会議　村田　直樹（進路指導研究会副会長、長野東高校）
　　　・特別報告：「若者サポートステーションに集まる若者たちを通して見てくるもの　　　　　 　　（11：00～12：00)

―最初の一歩が踏み出せない、悩みながら就労活動・就職活動を続ける若者たちとその支援体制の現状と課題－」

　　　　　講師：高橋　圭子氏（ながの若者サポートステーション、所長・統括コーデｨネーター）
講師：志野 　敏広氏（厚生労働省委託事業　学校法人　大原学園　若者自立支援中央センター）
《昼食休憩》１２：００～１３：００

《午後の部》１３：００～１６：００                                                 

講演：演題　「高校卒業生を中心とした若年者就業の現状と、労働者の権利について」（仮題）　（13：00～14:30)
 講師：白神　優理子弁護士　八王子合同法律事務所

    　　　 
・上記　講演を受けての質疑応答・全体討議　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（14: 30～15：00）

　　　・レポート発表(b)「今年度の就職指導上の問題点ついて」                      　　　　  　 　（15：00～15：30）
　　　　諏訪実業高校　鈴木　実氏　　　　　　　　

　・参加校からの意見交換　（15：30～15：45） ・まとめ　（15：45～16：00） 　     　　　　・16：00　終了予定　
６．その他　：①参加申込方法：裏面「参加申込書」に必要事項を記入の上、学校ごとに下記までﾌｧｯｸｽ又は電子ﾒｰﾙで送って下さい。（〆切１/２５（金)）長野工業高校　宮入弘志　ＦＡＸ　026-291-6250　ＴＥＬ　026-227-8555
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail  h-my@nagano-c.ed.jp
②新規採用２年目まで及び講師の会員の旅費は、主催者側で用意する予定ですので、参加申込書にその旨、記入してください。
③当日参加も可能ですが、資料準備等ありますので、なるべく事前連絡をお願いします。
弁護士。神奈川県海老名市生まれ。和光高校在学中から高校生平和ゼミナールを中心に平和活動に参加。世界の子どもの平和像をつくる会、東京高校生平和のつどいの活動にとりくむなかで弁護士を志す。立命館大学法学部に入学。立命館大学9条の会を立ちあげて活動。中央大学法科大学院で大学院生9条の会に参加。司法修習地は沖縄県那覇市。2013年12月、弁護士登録。八王子合同法律事務所所属。横田基地騒音公害訴訟、原爆症認定訴訟、働く者の権利に関する解雇・賃金不払い・年金請求・過労死事件などを多数担当。憲法・労働法制などの講師活動に多数とりくむ。 おもな著書 弁護士 白神優理子が語る「日本国憲法は希望」―学ぶこと、生きること、平和な未来へ 単行本 – （白神 優理子 著、平和文化/2016） 『18歳からの政治選択』（共著、平和文化/2016年） 『憲法カフェへようこそ』（共著、かもがわ出版/2016年）








